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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  
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  上下水道部長 山 口  猛   

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 溝 口 哲 也  同局書記 速 水 知 沙 

 

１．審査案件（審査順） 

  議案第３４号 令和元年度摂津市一般会計補正予算（第１号）所管分 

  議案第３９号 摂津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
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    議案第３８号 摂津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例制定の件 
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（午前９時５７分 開会） 

○安藤薫委員長 ただいまから文教上下

水道常任委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 協議会等々を除きますと、令和では最初

の委員会となることになります。本日はお

忙しいところ、文教上下水道委員会をお持

ちいただきましてありがとうございます。 

 昨日の本会議で当委員会に付託されま

した案件についてご審査をいただきます

が、何とぞ慎重審査の上、ご可決いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

 一旦退席させていただきます。 

○安藤薫委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、水谷委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前 ９時５９分 休憩） 

（午前１０時    再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 議案第３４号所管分の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 おはようございます。 

 それでは、少しだけ質問をさせていただ

きます。 

 今回、補正予算で子ども・子育て支援シ

ステム改修委託料について事前に説明を

受けまして、幼児教育無償化にかかわる分

だという説明をいただいたんですけれど

も、それに伴い、今年度１０月から幼児教

育無償化が始まってくるわけですけども、

次の委員会が９月で直前になってしまい

ますので、そのあたりちょっと教えていた

だきたいなと思います。 

 今回補正を組まれて、１０月に向けて歩

み出されてると思うんですけれども、例え

ば待機児童の数でありますとか、保育所や

幼稚園の人数的な確保、保育士の確保等々

ですね、そろそろ見えてきてるころかなと

思うんです。まず１回目、そういった具体

的な数字が予測されてるのであれば、それ

を教えていただければ一番ありがたいん

ですけども、もしそれが難しいのであれば、

おおよその予測でどの程度考えられてる

のか、教えていただければと思います。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、三好委

員のご質問にお答えいたします。 

 今回、補正予算で上程させていただいて

おりますのは、１０月から開始します幼児

教育・保育の無償化に対応するシステムの

改修費でございます。給付費につきまして

は、今回議会で補正予算として上程するよ

うに検討していたところですけれども、今

後まだ公定価格が変わるということと、あ

と認可外で保育を受けている方の把握な

ど、まだ少し精査が必要な部分がございま

すので、９月議会に上程させていただこう

と考えております。 

 待機児童の今後の予測ということでご

ざいます。 

 この４月１日現在の待機児童数ですけ

れども、厚生労働省の定義で２９名という

ことになっております。 

 ６月１日現在では、この数字が６７名と
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いうことで増えている状況でございます。

毎年後半になるにつれて待機児童は増え

ていくという状況ですけれども、無償化に

なったときの影響というのは今のところ、

想定できていませんが、３歳児以降が無償

化されるということでございますので、今、

待機児童が中心となっているのはゼロ歳

から２歳ということですので、それほど大

きな影響はないかと見込んでいる状況で

ございます。 

○安藤薫委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 具体的な数字はまだ精

査中ということでした。よく他市でも、先

行して幼児教育が無償化されているとこ

ろとかでは、幼稚園に関しては、特に私立

がかなり人気が出るというふうに、明らか

にそういうふうに見えます。そこに漏れて

しまった方々とかですね、公立の２次、３

次で、滑りどめのような形で申し込まれる

ことが予測されます。幼児教育無償化とい

うのは認可外の保育に関しても一部補助

金という形でお金が出るということです。

摂津市の現状を考えてみると、待機児童が

現状６７名で、それが１０月になるとまた

どんとふえて、４月に一気にふえると予測

されるんですけども、そういったときに認

可外も一部出るということを周知してお

く必要があります。 

 そういった広報的なところを協力して

いただかないといけないと今申し上げま

したけども、市としてもそういったところ

の周知をしていく必要性はあるのかなと

思うんですけども、そのあたりについて何

か考えられてることはあるのかどうか、教

えていただければなと思います。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 広報的なことと

いうことでございますけれども、８月の広

報にですね、無償化の実施について、概要

を掲載する予定でございます。 

 認可外ということなんですけれども、現

在本市には認可外の保育施設というのが

三つございまして、いずれも事業所内保育、

従業員の子どもを預かるという保育事業

所でございます。ですので、地域で保育が

必要な方を預かっていただけるというこ

とではございませんので、その部分のお知

らせはできないのかなと考えているとこ

ろでございます。 

○安藤薫委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 最後１点だけお伺いしたいんですけど、

認可外保育なんですけど、例えばベビーシ

ッターとかも申請さえすれば認可外とし

て認められると聞いております。保育施設

への通所以外での保育も、そういう補助金

の対象になると聞いています。そういった

ところは恐らく、今後は１０月にいきなり

どんとは出てこないかもしれないんです

けども、出てくる可能性もあるのと、そう

いうところにもちょっと協力していただ

けるのであれば、待機児童となる方々が減

る可能性もあると思うんです。 

 そういったところは、逆に事業者のほう

が知らないこともあると思いますので、こ

れは要望にしておきますけども、周知につ

いては問題なくできると思いますので、今

の段階からできるだけ事前にそういった

形で動いていただいて、できるだけ待機の

子どもたちを減らしていただくよう、努力

していただくということで、要望として終

わります。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 ほか、ございますか。 

 弘委員。 

○弘豊委員 おはようございます。 
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 私のほうからも、確認も含めて幾つか聞

いておきたいと思います。 

 先ほど三好委員のほうからも、スケジュ

ールについて、今後どう動いていくのかと

いうことがあったかと思うんです。８月に

概要を市民の皆さんには広報で知らせて

いくということだと思うんですけれども、

いろいろと役所の中の調整等もあるのか

なと思います。今回は予算計上されてるの

はシステム改修の補助金ということです

けども、それに伴って庁内でもいろいろな

事務作業等が出てくるかと思うんですが、

そういったことについては国からの補助

金なんかはないのかなんかも含めて、教え

といてほしいと思います。 

 それから、今回の保育無償化の想定され

る影響ですよね。先ほど待機児童の問題等

については、大きな影響は今のところ見受

けられないかなということもおっしゃら

れてましたが、以前ニーズ調査の中で、無

償化になったら幼稚園だったり保育所だ

ったり、やっぱり利用したいという調査結

果もあったかと思うんですが、現状どうな

のかということを聞いておきたいと思い

ます。 

 それと、もう一点、この間いろいろと厚

生労働省でも検討されてた中で、実費徴収

とかの点なんですけれども、保育料だった

り幼稚園の費用だったりそういったもの

についても無償にしていくということで

したけれども、給食費の実費徴収は、これ

までされてないところに対して、されるの

かなみたいなことが話題になり、問題意識

を持たれてる方もあったかと思うんです

が、その点について現状わかる範囲でどう

いう動きになっているのか、聞いておきた

いと思います。お願いします。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、弘委員

のご質問にお答えいたします。 

 システム改修以外での庁内での事務を

どういった形で進めていくのかというこ

とでございますけれども、新たに支給認定

事務が発生してきます。というのは、私立

幼稚園の預かり保育であるとかですね、あ

と認可外保育を利用されてる方につきま

しても、新たな支給認定というのが必要に

なってきますので、そのあたりを様式等、

手続等も含めて今検討している状況でご

ざいます。 

 あと、それに係る国からの補助金という

ことですけれども、一定事務費については

支給があるということで聞いておるとこ

ろでございます。 

 無償化の影響ということでございます。

待機児童の影響ということでございます。 

 おっしゃっていただきましたように、ニ

ーズ調査、前年度に実施しまして、結果を

報告させていただいたところです。無償化

となるのが、３歳児以上ということでござ

いますので、現状ですね、３歳から５歳と

いうのは待機児童というのは非常に少な

い状況でございます。ゼロ歳から２歳につ

いては、引き続き保育料を徴収させていた

だきますので、その待機が多くなっている

ゼロ歳から２歳は無償化の影響は少ない

と見込んでいる状況でございます。 

 最後に、実費徴収に係る部分でございま

す。今まで主食費は、３歳以上につきまし

ては徴収させていただいていたところで

す。今回、副食費につきましても実費徴収

に変わるというところで、制度が変わって

まいります。 

 我々といたしましても、無償化というこ

とでございますので、今までの保育料の負

担と、今後発生する副食費の負担が、無償
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化になって副食費の負担が大きくなるこ

とはないように、今のところ調整している

という状況でございます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 そしたら２回目になります

が、最初に支給認定事務の件について、こ

れまで以上に仕事量もふえていくという

ことなんですけれども、そこらあたりの体

制的な点で言うと、職員の方がこれまでや

られてた仕事に上乗せでいろいろとやっ

ていくことがふえていくのかなと思われ

るんですが、国のほうから事務費的な補助

が一応あるということなんですが、それは

人員をふやすようなものなのか、他に広報

だったりお知らせとかを、郵便なり通知な

りいろいろと出していく、そういったこと

に充てられてるのか、その中身についても

う一度聞いておきたいなと思っておりま

す。 

 それから、預かり保育や認可外保育の利

用は、これまである意味把握はされてたの

かなと思うんですけれども、詳細にいろい

ろと実態についても見ていく必要がある

ので、市としても指導監督等、またしっか

りと取り組んでいただけたらと思います。 

 それから、続いて無償化になることによ

る利用ニーズがふえるんじゃないか、待機

がふえないかということで質問させてい

ただきましたが、３歳から５歳児の分につ

いては、先ほどの答弁では何とか大丈夫と

いうことだったのかなと思うんですが、た

だ実際問題のところで、現状でも３、４、

５歳児のところを、申し込み状況一覧とい

うのが毎月出されてますよね。４月、５月

の分は私もホームページ等で見せてもら

ったんですが、そこのところにやっぱり希

望のところに入れない、待機になってる数

字というのが結構な数あったように見受

けたんですが、そこのところからすると、

必ずしも影響ないわけじゃないのかなと

思います。 

 待機児童の問題では新しくできている

ＫＥＮＴＯひまわり園であったり、正雀ひ

かり園の定員がふえてたり、そこのところ

がまだやっぱり保育士の問題等々で定員

まで子どもの受け入れができない状態で

すけれども、そこらあたりの年度内の見通

しみたいなことは立ってるのか、ちょっと

状況や働きかけされてる部分の動きだっ

たり、聞いておきたいと思います。 

 あと、実費徴収についてなんですけれど

も、具体的なところで今どれぐらいの費用

になっているのか、主食費、副食費、それ

ぞれざっとどれぐらいということで教え

ていただけたらと思います。それと実際新

たな負担にならないように対策は考えら

れてるかと思うのですけれども、そこらあ

たり国のほうから補助が出てくる見込み

なのか、市のほうが負担するようなことに

なるのか、ちょっと費用負担の面について

も、もう一度お聞かせいただけたらと思い

ます。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、お答え

いたします。 

 まず、事務費の中身でございますけれど

も、まだ国から詳細につきましては示され

ていないところがございます。先ほどおっ

しゃっていただいた需用費の部分であっ

たり、通信運搬費の部分であったり、そう

いうところが対象になってくると思いま

す。 

 一定、人件費のところも正職以外のとこ

ろは対象になるということも伺っており

ますけれども、まだ詳細なところが出てな
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いという状況ということになります。 

 待機児童の問題です。 

 ３歳から５歳、確かに厚生労働省の定義

で言いますと非常に少ない状況なんです

けれども、なかなか希望する園に通えてい

ないという方もいらっしゃる状況でござ

います。この１０月から無償化が実施され

ますと、私立の幼稚園も無償化の対象にな

ってまいります。本市でも、預かり保育も

されているところもございますので、私立

の幼稚園を選ばれても、働きながら幼稚園

に通わせることもできると考えておりま

す。なかなか想定というのは難しいところ

なんですけれども、そういったところも周

知しながら、また今年度子ども・子育て支

援事業計画で策定しますけれども、その中

で今後の施設整備についても検討してい

きたいと考えております。 

 保育士の確保の部分でございます。 

 ＫＥＮＴＯひまわり園、それから正雀ひ

かり園につきましては、定員まで受け入れ

られていない、保育士の確保が困難という

ことで、定員まで受け入れられてないとこ

ろではございますけれども、引き続き保育

園には人材確保に努めていただいており

ます。 

 その中で、今年度から実施しております

保育士の就職支援事業を周知しながら、確

保のほうに努めていただいている状況で

ございます。 

 最後、実費徴収の部分の副食費の免除分

の負担割合でございます。 

 こちらは、子ども・子育て支援交付金の

実費徴収の補足事業の対象になってる部

分ということでございますので、国で３分

の１、府で３分の１、市で３分の１という

ことで、負担割合が示されている状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ありがとうございます。 

 事務費のことについては、恐らくそうな

のかなとは思っておりましたが、本当に多

岐にわたって事務が、これまでやってこな

かったことが発生してくるという点では、

やっぱりなれない仕事をやっていくこと

になるかと思うんですけれども、その点制

度の中身がまだまだわかりにくい不透明

なところもあろうかと思うんですけれど

も、しっかりと把握していただいて、市民

の皆さんにもわかりやすくお知らせして

いく、またスムーズな事務を行っていくよ

うにお願いしておきたいと思います。 

 それと、無償化の影響の中で保育需要が

ふえるんじゃないのか、待機がふえたりし

ないかということの懸念なんですけれど

も、やっぱり基本は今でも年度途中からの

待機がどんどんとふえていってる状況の

中で、ことしはとりわけこの１０月に大き

く制度が変わるということですから、そこ

の点を踏まえて、やっぱりしっかりとこの

年度内でも受け皿の確保として、きちんと

整備していくことに取り組んでいただき

たいと思います。 

 私立の保育園での預かり保育も組み合

わせたら、働きながらの方にも利用しても

らえるということですが、確かにそうなん

だろうと思うんですけれども、本来保育の

ありようとか、また利用する方の本当の願

いみたいなことからしたら、首をかしげる

ところもありますし、やっぱり認可外とか

預かり保育とかは、ニーズを満たせない部

分の補完的な意味合いであるのかなとい

うところもありますから、そこに頼るとい

うことではなく、しっかりと取り組んでい

ただきたいと思います。 
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 あわせて、この無償化の影響、それから

国の費用負担の点等々の中では、市が持ち

出して、新たに持ち出しがふえていく部分

というのが多くは出てくるんじゃないか

と耳にしています。そういった点、あろう

かと思うんですけれども、今の公立の保育

所がしっかり基本となって、保育の質の担

保という点については、今の時期からしっ

かりと考えておく必要があるのかなと思

ってます。 

 先日、文教上下水道常任委員会の委員で

埼玉県戸田市へ行政視察ということで行

かせてもらいました。その中で、本当に他

市と比べても誇れる保育を目指した取り

組みをされていました。最初その視察の目

的としては、保育士確保だったり保育所の

整理をずっとやられてるというところに

ついてでしたが、中身を聞いてみると、や

っぱり質を高めていき、ここで子育てなり

保育をしたいという方に集まってもらう、

戸田市に来てもらうという、そういった視

点からのアプローチや取り組みがなされ

てるということで、見習うべきことも多い

と感じてきたところなんです。また摂津市

の中でも保育、量の問題、待機をどう減ら

すかという、そこのところにばかり目が行

きがちですけれども、それだけじゃない部

分についても、しっかり考えていってもら

いたいと要望しておきたいと思います。 

 私のほうからは、以上です。 

○安藤薫委員長 ほかにございませんか。 

 楢村委員。 

○楢村一臣委員 それでは、２点だけお聞

かせいただきたいと思います。 

 まず、予算的なことなんですけども、補

正予算で給付費については９月議会で予

定しているという話であったかと思うん

ですけども、ほかに１０月が始まるまでに

予算上のもので何らか必要になるものが

あるのかを教えていただきたいと思って

ます。 

 二つ目なんですけど、１０月以降の影響

の話で、一番最初に影響は少ないだろうと

答弁されたと思います。保育所、幼稚園と

かで、全体的に見て３歳児、４歳児、５歳

児のというのが、現状で、まだどれぐらい

あきがあって、あきがあるからある程度対

応できるやろうとの判断で影響が少ない

と言ってるのか、先ほどのように、幼稚園

の預かり保育とかもあってということだ

けで影響が少ないと言ってるのかという

ことなんですけど、そのあたりについてお

教えいただけませんでしょうか。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、楢村委

員のご質問にお答えいたします。 

 まず、９月議会で予定している補正の内

容でございます。給付費については、歳入

も歳出も補正をする予定でございます。そ

れ以外、何か歳入、歳出にかかわるものと

いうことでございますけれども、先ほど弘

委員からございました副食費の部分です

ね、こちらにつきましては、今まで実費徴

収という形ではございませんでしたので、

新たにそこの部分を計上していかないと

いけないと、歳入として上げていかないと

いけないと考えているところでございま

す。 

 もう一つ、待機児童、３歳から５歳まで

の待機児童でございます。 

 ３歳、特に４歳、５歳につきましては、

現状で九十数％はどこかの施設に通って

いるという状況でございますので、３歳に

つきましても８６％ぐらいでしたかね、ど

こかの施設に通っているという状況でご
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ざいますので、そこは大きく影響を受ける

ことはないと見込んでいるという状況で

ございます。 

○安藤薫委員長 楢村委員。 

○楢村一臣委員 予算のことについてわ

かりました。 

 別に待機児童の件で、結果的に１０月か

らどれだけの需要があるかということは、

見込みが立てにくいと思うので、その需要

の多さによっては対応がしにくい、対応も

難しくなる場合もあるのではないかと感

じたので、一番最初に影響が少ないって言

われたところに、すぐちょっと食いついて

しまったところがあって質問しました。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 ほか、よろしいでしょう

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 続いて議案第３９号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 議案第３９号について、ご

質問いたします。 

 国基準の変更による本市での条例改正

に連動している部分だと思うんですけど

も、この改正によって本市に対する影響に

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 それでは、水谷委

員のご質問にお答えいたします。 

 現状では、家庭的保育事業等の連携施設

となれますのが、保育所、幼稚園、認定こ

ども園のみとなっております。その連携施

設の設定等につきましては、全国的になか

なか進んでいないという状況でございま

す。本市におきましても、小規模保育事業

所４か所を整備しているところですけれ

ども、そのうち連携施設が設定できている

のが１か所のみという状況でございます。 

 今回、条例で認可外保育施設につきまし

ても、その連携施設となれるように改正す

るところですけれども、やはりその認可外

保育施設につきましても、国が定める指導

監督基準を遵守していること、それからし

っかりとした適切な保育ができていると

ころ、そういったところに連携施設として

認めるように改正したいと考えておりま

す。 

 今回、こういった改正によって小規模保

育事業の連携施設が設定されると、保護者

の方も安心して預けることができるのか

なと考えているところです。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 主に事業所の保育に関し

て、国としてはそういう事業所の保育も受

け皿の一つとして考えていると思うんで

すけど、本市の場合はもう限られた施設で

あって、大きな受け皿の拡大にはなかなか

つながらないような気がいたしました。 

 そこで、ちょっと心配している点とすれ

ば、先ほど来ご質問もありましたけども、

本市の場合でも小規模保育事業所がここ

二、三年ずっと拡大をしてきています。５

月１日付の保育の実施概況ということで、

ホームページのほうにもありましたけど

も、一番心配しているのは、小規模保育事

業所が拡大をしていくと、２歳児を終えて

３歳児になりますと、どちらかの園に入っ

ていくということになるので、小規模保育

事業所がふえると、３歳児の受け入れ先を

拡大しないといけないという命題が生ま

れることになります。その辺の部分でも先
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ほど来受け皿確保できているのかという

ご質問がありました。 

 それで、この秋の保育の無償化で、ます

ます３歳児の受け入れ枠というのも必要

となってくるわけなんですけども、その点

についてどういうふうにお考えなのかお

聞かせください。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 現状、小規模保育

事業所の卒園児につきましては、利用調整

する中で加点を設けまして、認可保育所、

または認定こども園に入園していただい

ている状況でございます。 

 また、私立の幼稚園に入園される方もお

られまして、現状では小規模保育事業所か

ら卒園された方が待機となっている状況

はございません。 

 今後につきましては、先ほども少しご答

弁させていただいたんですけれども、今年

度子ども・子育て支援事業計画を策定して

まいりますので、その中で新たにぜひとも

必要なのか、必要であれば計画的に整備し

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 その点に関しては理解が

できました。 

 それで、先ほどもちょっとありましたけ

ど、正雀ひかり園及びＫＥＮＴＯひまわり

園について、せっかく新しくてきれいなす

ばらしい園ができていますが、課題として

やっぱり保育士の確保ということがある

ということで、ことしから新たな取り組み

もされています。例えばＫＥＮＴＯひまわ

り園ですと、吹田市に隣接をしております

し、ＪＲの沿線で岸辺駅もあります。 

 また、正雀ひかり園は、阪急の正雀駅が

近くにありますけども、ＪＲとか阪急の沿

線を利用される保育士、淀川区、東淀川区、

吹田市とかいらっしゃると思うんですけ

ども、そういう近隣市での保育士確保の取

り組みについて、わかる範囲でお聞かせい

ただきたいと思います。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 保育士確保策、近

隣市の状況ということでございます。 

 隣接している茨木市、吹田市、高槻市に

おいては、今年度から実施しております就

職支援補助金というものは実施されてい

ないという状況でございます。 

 北摂で申しますと、池田市がですね、同

じような就職支援補助金を実施されてい

る。箕面市についても、毎月２万円ですね、

という形で保育士にお渡ししているとい

う状況は聞いているような状況でござい

ますが、ほかの市町村については、現状は

把握しておりません。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 やはり、せっかくの制度で

すので、この制度を大いに近隣市にもアピ

ールしていく必要があるのではないかな

と思います。 

 先日、視察に行きました戸田市では、も

うありとあらゆる取り組みをされている

わけなんですけども、その中で近隣市との

連携をしながら、戸田市の場合は荒川を超

えたら東京２３区に接しているというこ

とで、待遇面での差異であるとか、それに

対しての取り組みだとか、さまざまにシミ

ュレーションされて取り組んでおられま

した。場合によっては、加点方式の考え方

についてもちょっと考慮していただいて、

新卒で保育士になられる方の数が見込ま

れないようであれば、近隣市の潜在保育士

が摂津市で働いてみたいなと思われる取

り組みも、今後積極的にしていただきたい
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ことを要望して終わります。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 他に質問ありますか。 

 弘委員。 

○弘豊委員 私のほうからも１点聞いて

おきたいのですけれども、この議案第３９

号については、ゼロから２歳児を受け入れ

る小規模保育事業所のその後の受け皿問

題について、これまであった基準を緩和し

ていくということなのかなと理解はして

るんですけれども、そもそも今の時点でゼ

ロから２歳児を受け入れる小規模保育事

業所が、四つあって、うち三つは連携設定

できていないというふうなことなわけで

すけれども、その状態でも何とか今はやれ

てるんだという話だったじゃないですか。 

 これは、制度として必ず市の条例改正を

行って国の法改定に準じてということな

のかもしれないけれども、そこらでちょっ

と市の担当として、この現状についての受

けとめについて、お聞きしておきたいと思

います。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 弘委員のご質問

にお答えいたします。 

 今回、このような改正が必要になった、

必要であったのかというご質問だと思い

ます。今、本市におきましては今回の改正

によって連携施設となれる認可外施設は

ない状況でございます。 

 しかしながら、今後は対象となる定員が

２０名以上の認可外施設が整備されると

いうことも考えられます。その場合にも、

やはりまずは国が定める指導監督基準で

すね、認可外の指導監督基準というのがご

ざいますけれども、それがしっかりと遵守

できているのかということと、我々も指導

監査、認可外の指導監査を行っております。

その中で、適切な保育が提供されているか

を確認した上で、連携先としてなり得るか

判断していきたいと考えておりますので、

今後、今は現状としてはそういう施設はな

いんですけれども、今後を見据えて改正を

するということで考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 この条例の提案がされて、ご

説明を聞いても、何かしっくりこないなと

いう気持ちがするんですけれども、そもそ

もゼロから２歳児のみを対象にする小規

模保育事業所をつくる際に、その後の３歳

以降の行き場をあらかじめ決められる、そ

ういう連携施設をつくっておくことが必

要ですよということですが、実際のところ

はそれが設定されてない事業所というの

が幾つかある。 

 ただ、そういう事業所についても、市と

してはゼロから２歳児の待機率が多いわ

けだから、そういう事業所でもやっていた

だきたいということで、その募集をされて

きてたのかなと思うんです。 

 ただ、その後の受け入れ先が認可外でも

いいよとかそういうことになっていくと

いうのも、どうもやっぱりある意味違うん

じゃないかなという気はしてて、今ある保

育所なり幼稚園なりそれぞれの法人に、連

携施設になってもらえませんかというよ

うな、そういう働きかけは、事業所がやら

ないといけないことなのか、市からもその

働きかけをするべきなのか、そこらあたり

の点についても、連携施設がないから基準

を緩和するということでいいのかどうか

の判断が、ちょっとつけかねるなと思うの

ですが、現状どうなってるのか、そういう

働きかけ、あと解消されたときにどういう

やりとりをされてるのかということも含
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めて、聞かせてもらえたらと思います。 

○安藤薫委員長 浅田課長。 

○浅田こども教育課長 連携施設の設定

につきましては、あくまで小規模保育事業

所が主体となって行うものですけども、な

かなか難しい部分がございます。我々も連

携施設の候補先に制度の内容を説明する

ことや、間に入って懇談の場を設けるなど

して、必要な支援を行ってまいりたいと考

えております。 

 連携施設が設定されましても、必ずしも

小規模保育事業所の卒園児に、そこに行か

ないといけないということではございま

せん。連携先に行くことを希望されない場

合は、希望される園でまた利用調整を行っ

てまいります。その際には、現状において

もそうですが、加点を行っておりますので、

優先的に調整してまいりたいと考えてい

るところでございます。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 制度の面からしたら、連携施

設があったほうがもちろんいいんだろう

なとも思いますが、そうではないところを

別の方法でフォローはしてきてるという

ことなんだろうと理解はしました。 

 この条例というと、当面連携施設を持て

なくても事業を続けていけるという年限

も５年から１０年に延ばすとなってるん

ですけど、ある意味１０年先には今の待機

の状況というか、保育ニーズについても何

らかの変動もあるということだろうと思

うので、そういった意味では今回の改正と

いうのが、今の問題を先に回すというか、

当面しのいでいく、そういう手だてとして

やられているのかなと感じられて、本来だ

ったらもっと抜本的な保育の国の制度そ

のもののところで解決を図っていかない

といけない問題ということかもしれない

んですけども、この点についてはちょっと

当面、今の窮状をしのいでいくために設け

られたと受けとめたいと思います。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 ほか、ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 続いて議案第３８号の審査を行います。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時５３分 休憩） 

（午前１０時５４分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 次に、議案第３８号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 では、質問させていただき

ます。 

 この改正に伴って、本市にどういう点で

影響があるのかということが一つと、設備

及び運営に関する基準は、どういう点が改

正をされているのかについてお尋ねをし

ます。 

○安藤薫委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 まず、今回の条

例の改正の影響でございます。 

 今回、文言を追加します指定都市といい

ますのは、いわゆる政令指定都市を指すも

のでございますので、本市で当該研修を実

施できるものではございませんので、大き

な影響というのは想定されませんが、今回

条例を改正することによって、指定都市で

研修を修了した方についても、摂津市で支

援員として取り扱うことができるという

ことになりますので、本条例の改正を行う

ものでございます。 

 今回、そうですね、研修が今回の条例の
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改正内容としましては、これまで都道府県

知事の行う研修ですね、そちらのほうを受

講して修了した者が支援員となりまして、

こちらの本条例ではその支援員を２名以

上配置すると。ただし、そのうち補助委員

として一人置くことができるとなってお

りますので、その支援員の確保のために指

定都市の研修も可能にすることによって、

支援員の必要数も確保できるものと考え

ております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 改正の内容については理

解ができました。学童保育の支援員に対す

る研修の制度が大きな変更点であるとい

う内容は、確認ができました。 

 直接的な影響は少ないというお話でし

たけども、学童については今、民間委託を

一部進めておられるところもあります。ま

た、従来の支援員についても民間委託が進

んだあとは定員を満たしていない保育室

のほうに異動していただくというお話を

聞いてるんですけども、この制度が、今定

員を満たしていない学童保育のスタッフ

のほうにいい影響が出るように、近隣市含

めて求人等で働きかけていただいて、安

心・安全な学童保育の運営のためにこの制

度の改正をうまく活用していただきたい

ことを要望して終わります。 

○安藤薫委員長 ほか、何か。 

 弘委員。 

○弘豊委員 この研修の機会がこれまで

だと、この近隣では大阪府だけみたいなこ

とだったのが、機会がふえるというような

ことなんですが、指導員の研修のこの中身

については、どういった内容でどれぐらい

の期間行われるのか、また年間そういう機

会がたびたびあるのか、そういうことにつ

いてお聞かせいただけたらと思います。 

○安藤薫委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 研修の内容で

ございます。 

 大きく６項目ございまして、放課後児童

健全育成事業の理解でありますとか、子ど

もを理解するための基礎知識であります

とか、また保護者、学校、地域との連携協

力、そういうものが６項目ありまして、そ

の中で１６科目で一つが９０分というこ

とになっておりますので、２４時間の受講

ということになっております。その２４時

間分を大阪府のほうでは現在４日間かけ

て研修のほうを実施しておるところでご

ざいます。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 ありがとうございます。 

 今、大阪府が現状やっている研修の中身

についてお教えいただいたわけなんです

けれども、これから例えば政令指定都市で

やられるということですから、大阪市なり

堺市なり、そういったところが対象になっ

てくるのかなと思うのですが、そこで行わ

れる研修の中身というのは、同じものと考

えていいのか、これは国の制度で決められ

ている内容になっているのか、市長なりが

そこのところは裁量で変えることがある

のかどうなのか、確認で教えてください。 

○安藤薫委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 研修につきま

しては、放課後児童支援員等の研修事業実

施要項というので定められておりますの

で、ほぼほぼ今の府の研修と同じ内容にな

るものと考えております。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 わかりました。 

 今、学童保育の事業についての制度も、

以前はもう任意の事業で、市町村によって
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はやったりやらなかったりっていうこと

だったのが、全国でやることが義務づけら

れてきているのかというふうに意識して

ます。 

 そんな中で、指導員の養成ということに

ついても、大阪府だけじゃなくて、府内団

体に広げていくということでこういう制

度の改正になってるのかなと理解してい

ます。 

 ただ、その中身については、やっぱりし

っかりとした内容、基準を満たしていくと

いうことが必要だと思います。これを進め

ていくことでまた摂津市の中で指導員確

保にしっかりとつながっていく機会にな

ればなとも、改めて感じたところでありま

す。 

 最後に、この資格をとりにいくというこ

とは、摂津市の場合は既に持っておられる

方を採用されてるということなのかなと

思うのですけれども、資格をとるのにこう

いうものがありますよということでの案

内とか、そういった周知なんかは現状どう

いうふうにやられてるのか、もしわかれば

お聞かせいただけたらと思います。 

○安藤薫委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 現状では、大阪

府のほうから各市町村に研修の人数の割

り当てがございますので、本市ではそれを

受けて、必要な方に研修内容のほうを周知

しているところでございます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 弘委員。 

○弘豊委員 これから指導員になられる

方が持っておかないといけない資格なの

かなと理解してたんですけれども、実際の

ところはもう現場で働いてる方が後から

とりにいくということになってるんです

かね。４日間というカリキュラムだったら、

仮に採用が決まってからとりにいくとい

うこともあるのかなと思いますが、年間通

じて採用が決まった時点で、公費で研修が

開かれるというシステムでよいのかどう

か、確認で教えてください。 

○安藤薫委員長 石原部参事。 

○石原次世代育成部参事 学童の指導員

になるために、この放課後児童支援員とい

う資格が必ず必要となるわけではござい

ませんので、各ホームに２名以上で、その

うち一人は補助でもいいという位置づけ

になっておりますので、学童の指導員にな

るための資格ではないものでございます。 

○安藤薫委員長 ほか、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５分 休憩） 

（午前１１時７分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 討論なしと認め、採決い

たします。 

 議案第３４号所管分について可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○安藤薫委員長 全員賛成。よって本件は

可決すべきものと決定しました。 

 議案第３８号について可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○安藤薫委員長 全員賛成。よって本件は

可決すべきものと決定しました。 

 議案第３９号について可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 
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○安藤薫委員長 全員賛成。よって本件は

可決すべきものと決定しました。 

 これで、本委員会を閉会します。 

（午前１１時８分 閉会） 
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